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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 6月 24日 (2004.6.24)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 フ ァ ン １ ２ か ら 所 定 の 半 径 方 向 の 異 常 荷 重 が 伝 わ っ た 時 に 、 剪 断 応 力 に よ り 破 壊 す る 寸
法 に 作 ら れ た 、 ヒ ュ ー ズ 帯 状 部 ４ ６ に よ り 円 周 方 向 に 互 い に 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ た ヒ ュ
ー ズ 孔 ４ ４ の 列 を 有 す る リ ン グ ３ ８ を 含 む こ と を 特 徴 と す る フ ァ ン 連 結 解 除 ヒ ュ ー ズ ３ ６
。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 リ ン グ ３ ８ は 、 円 筒 形 で あ り 、 ま た 前 記 帯 状 部 ４ ６ に よ り 環 状 の 後 部 セ ク シ ョ ン ３
８ ｂ に 軸 方 向 に 結 合 さ れ た 環 状 の 前 部 セ ク シ ョ ン ３ ８ ａ を 含 ん で お り 、 前 記 セ ク シ ョ ン 間
の 曲 げ 荷 重 及 び 剪 断 荷 重 を 担 持 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の ヒ ュ ー ズ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 帯 状 部 ４ ６ は 、 前 記 前 部 セ ク シ ョ ン ３ ８ ａ と 前 記 後 部 セ ク シ ョ ン ３ ８ ｂ と の 間 の 中
央 部 に 配 置 さ れ て 、 前 記 帯 状 部 内 の 曲 げ 力 を 最 小 に す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ に 記
載 の ヒ ュ ー ズ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 リ ン グ ３ ８ は 、 前 記 前 部 セ ク シ ョ ン ３ ８ ａ 及 び 前 記 後 部 セ ク シ ョ ン ３ ８ ｂ 、 並 び に
そ の 間 の 前 記 帯 状 部 ４ ６ を 一 体 的 に 備 え る 単 体 部 品 で あ り 、 ま た 前 記 前 部 セ ク シ ョ ン 及 び
前 記 後 部 セ ク シ ョ ン は 無 孔 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の ヒ ュ ー ズ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 無 孔 の 前 部 セ ク シ ョ ン ３ ８ ａ 、 無 孔 の 後 部 セ ク シ ョ ン ３ ８ ｂ 、 及 び 該 セ ク シ ョ ン の 間 に
位 置 し 、 剪 断 応 力 に よ り 破 壊 す る 寸 法 に 作 ら れ た 対 応 す る 軸 方 向 の ヒ ュ ー ズ 帯 状 部 ４ ６ に
よ り 円 周 方 向 に 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ た ヒ ュ ー ズ 孔 ４ ４ の 列 に よ り 形 成 さ れ る 中 央 セ ク シ



ョ ン を 含 む 単 体 の 円 筒 形 リ ン グ ３ ８ と 、
　 前 記 前 部 セ ク シ ョ ン ３ ８ ａ に 一 体 に 結 合 さ れ た 環 状 の 前 部 フ ラ ン ジ ４ ０ と 、
　 前 記 後 部 セ ク シ ョ ン ３ ８ ｂ に 一 体 に 結 合 さ れ た 環 状 の 後 部 フ ラ ン ジ ４ ２ と 、
を 含 む こ と を 特 徴 と す る フ ァ ン 連 結 解 除 ヒ ュ ー ズ ３ ６ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 孔 ４ ４ は 前 記 帯 状 部 ４ ６ に お い て 円 弧 形 で あ り 、 前 記 帯 状 部 は 対 応 し て く び れ た 腰
部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の ヒ ュ ー ズ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 帯 状 部 ４ ６ は 、 前 記 腰 部 に お い て 対 応 す る 切 欠 き ４ ８ を 含 み 、 前 記 腰 部 に お け る 断
面 積 を 縮 小 し て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の ヒ ュ ー ズ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 切 欠 き ４ ８ は 、 円 弧 形 で あ り 、 か つ 前 記 帯 状 部 ４ ６ の 半 径 方 向 外 側 表 面 及 び 内 側 表
面 に 配 置 さ れ 、
　 前 記 ヒ ュ ー ズ 孔 ４ ４ は 、 隣 接 す る 前 記 帯 状 部 ４ ６ の 円 周 方 向 の 間 で 長 円 形 で あ り 、 か つ
半 円 形 の 円 周 方 向 に 対 向 す る 端 部 及 び 円 周 方 向 に 直 線 状 の 軸 方 向 に 対 向 す る 端 部 を 有 す る
、 こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の ヒ ュ ー ズ 。
【 請 求 項 ９ 】
　 フ ァ ン 軸 ２ ０ に 取 り 付 け ら れ た フ ァ ン １ ２ と 、
　 前 記 フ ァ ン 軸 ２ ０ を 回 転 可 能 に 支 持 す る 軸 受 ２ ８ と 、
　 前 記 軸 受 ２ ８ を 支 持 し 、 か つ 前 記 フ ァ ン か ら の 所 定 の 異 常 荷 重 に よ る 剪 断 応 力 に よ り 破
壊 す る 寸 法 に 作 ら れ た 軸 方 向 の ヒ ュ ー ズ 帯 状 部 ４ ６ に よ り 円 周 方 向 に 互 い に 間 隔 を 置 い て
配 置 さ れ た ヒ ュ ー ズ 孔 ４ ４ の 列 を 有 す る 単 体 リ ン グ ３ ８ を 含 む フ ァ ン 連 結 解 除 ヒ ュ ー ズ ３
６ と 、
　 前 記 軸 受 ２ ８ 及 び フ ァ ン 軸 ２ ０ を 支 持 す る た め に 前 記 ヒ ュ ー ズ ３ ６ に 固 定 接 続 さ れ た 軸
受 支 持 体 ３ ０ と 、
を 含 む こ と を 特 徴 と す る フ ァ ン 連 結 解 除 シ ス テ ム ３ ４ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 ヒ ュ ー ズ 孔 ４ ４ は 、 隣 接 す る 前 記 帯 状 部 ４ ６ の 円 周 方 向 の 間 で 長 円 形 で あ り 、 か つ
半 円 形 の 円 周 方 向 に 対 向 す る 端 部 及 び 円 周 方 向 に 直 線 状 の 軸 方 向 に 対 向 す る 端 部 を 有 し 、
　 前 記 帯 状 部 は 、 そ の 半 径 方 向 外 側 表 面 及 び 内 側 表 面 に 切 欠 き を 含 む 対 応 し て く び れ た 腰
部 を 有 し 、 該 腰 部 に お け る 断 面 積 を 縮 小 し て い る 、 こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の
シ ス テ ム 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 連 結 解 除 軸 受 支 持 体 を 導 入 で き る か 否 か は 、 特 定 の 軸 受 支 持 体 の 設 計 及 び 利 用 で き る 空
間 に よ り 制 限 さ れ る 。 軸 受 支 持 体 は フ ァ ン ブ レ ー ド の 半 径 方 向 内 方 に 設 置 さ れ る の で 、 フ
ァ ン の 全 体 の 直 径 の 好 ま し く な い 増 大 を 生 じ る こ と な く 、 連 結 解 除 の 特 徴 形 状 を 導 入 す る
た め に 利 用 で き る 空 間 は ほ と ん ど な い 。 そ の 上 に 、 連 結 解 除 形 状 は 、 寿 命 を 制 限 す る 疲 労
損 傷 を 蓄 積 す る こ と が な い 状 態 で 、 連 結 解 除 破 壊 前 の そ の 最 大 耐 荷 重 能 力 と 正 常 運 転 に お
け る 最 小 耐 荷 重 能 力 と の 間 の 差 異 が 最 小 で あ る こ と が 必 要 で あ る 。
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